
催
。
過
去
最
多
の
売
り
手

（
70
事
業
者
）
と
買
い
手

（
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
等
の

販
売
業
者
91
社
）
が
参
加
し

た
＝
写
真
。

従
来
か
ら
の
ア
ポ
イ
ン
ト

商
談
に
フ
リ
ー
商
談
を
加
え

た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
実

施
し
た
た
め
、
最
大
で
約
20

件
の
商
談
を
実
施
し
た
生
産

者
も
あ
っ
た
。
初
参
加
の
生

産
者
も
、
模
擬
商
談
会
に
参

加
し
て
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
後
、
当
日
の
商

談
に
臨
み
、
新
た
な
販
路
開

拓
に
つ
な
が
っ
た
。

京
都
府
と
府
農
業
会
議

は
、
府
内
の
農
業
生
産
者
等

の
販
路
開
拓
を
支
援
す
る
た

め
、
10
月
25
日
、
「
き
ょ
う

と
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会
・

展
示
会
２
０
２
３
」
を
開

も
要
望
し
た
。

西
脇
知
事
は
、
「
普
及
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
伴
走
型
の
支

援
と
農
業
大
学
校
の
機
能
充

実
な
ど
で
農
業
人
材
育
成
の

取
り
組
み
を
強
化
し
た
い
」

と
応
じ
、
提
案
し
た
内
容
に

お
お
む
ね
賛
同
し
た
。

ま
た
、
山
下
副
知
事
は
、

「
規
格
外
の
Ｂ
級
品
も
加
工

に
回
し
て
農
家
所
得
に
変
え

る
な
ど
持
続
可
能
な
農
業
・

農
村
づ
く
り
に
力
を
入
れ
た

い
。
府
庁
と
協
力
関
係
に
あ

る
団
体
が
相
互
に
デ
ー
タ
を

活
用
で
き
る
よ
う
な
Ｄ
Ｘ
の

進
め
方
も
検
討
し
た
い
」
と

応
じ
、
提
案
を
施
策
に
活
か

す
考
え
を
示
し
た
。

て
提
案
し
た
。

具
体
的
に
は
、
集
落
連
携

１
０
０
㌶
農
場
づ
く
り
事
業

の
拡
充
（
中
山
間
地
域
タ
イ

プ
創
設
）
、
新
規
就
農
者
を

支
え
る
技
術
指
導
者
登
録
制

度
の
創
設
、
府
独
自
の
有
機

農
業
推
進
戦
略
の
検
討
、
農

業
大
学
校
の
人
材
育
成
機
能

強
化
な
ど
を
求
め
た
。

こ
の
ほ
か
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
集
落
営
農
の
経
営
継

承
支
援
、
気
候
変
動
対
策

（
遮
熱
遮
光
資
材
な
ど
の
導

入
支
援
、
高
温
耐
性
品
種
開

発
、
高
温
障
害
対
策
技
術
の

普
及
な
ど
）
、
農
業
委
員
会

の
活
動
支
援
、
若
手
農
業
者

の
活
動
支
援
な
ど
に
つ
い
て

提
案
の
重
点
項
目
で
は
、

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
政

策
の
新
展
開
を
踏
ま
え
、
生

産
コ
ス
ト
を
反
映
し
て
農
産

物
を
適
正
価
格
で
取
引
す
る

仕
組
み
づ
く
り
、
離
農
者
の

農
地
を
引
き
受
け
る
「
担
い

手
」
支
援
と
半
農
半
Ｘ
な
ど

「
多
様
な
農
業
人
材
」
の
支

援
事
業
創
設
な
ど
を
提
案
。

こ
れ
に
続
け
て
、
①
地
域

計
画
の
策
定
・
実
現
に
向
け

た
支
援
②
持
続
可
能
な
農
業

・
農
村
づ
く
り
へ
の
支
援
③

人
材
育
成
に
対
す
る
支
援
④

ス
マ
ー
ト
農
業
や
有
機
農
業

の
導
入
支
援
⑤
所
得
向
上
に

つ
な
が
る
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
支

援


の
５
項
目
に
ま
と
め

囲
の
撮
影
に
は
不
向
き
で
操

縦
技
術
が
難
し
い
な
ど
の
弱

点
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。農

業
委
員
会
で
は
、
11
月

の
定
例
総
会
で
実
証
研
究
の

成
果
を
報
告
し
、
委
員
全
員

で
共
有
。
来
年
以
降
は
衛
星

写
真
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ

技
術
の
実
用
化
方
法
の
検
討

を
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

り
組
み
の
振
り
返
り
と
来
年

以
降
の
ド
ロ
ー
ン
活
用
方
法

の
検
討
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
衛
星
写
真
の

活
用
と
比
べ
て
、
ド
ロ
ー
ン

は
映
像
が
鮮
明
で
農
地
の
状

況
が
分
か
り
や
す
く
、
住
宅

裏
の
農
地
な
ど
立
ち
入
り
困

難
な
農
地
を
容
易
に
調
査
し

て
判
定
で
き
る
半
面
、
広
範

区
別
会
議(

農
地
判
定
会
議)

を
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
の
取

白
糸･

青
葉
地
区
で
は
、

９
月
14
日
と
10
月
30
日
に
地

日
（
八
幡
市
文
化
セ
ン
タ

ー)

【
丹
後
】
12
月
７
・
８

日
（
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
大

宮)

【
中
丹
】
12
月
14
・
15

日(

中
丹
勤
労
者
福
祉
会
館)

で
、
定
員
は
各
20
人
。
い
ず

れ
も
午
後
１
時

分
～
４
時


分
の
日
程
で
行
わ
れ
る
。

参
加
費
は
無
料
詳
細
は


府
農
業
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
☎
０
７
５
・
４

１
７
・
６
８
４
７
ま
で
。

税
理
士
に
よ
る
２
日
間
の

講
座
で
簿
記
の
基
本
を
学

び
、
経
営
管
理
や
青
色
申
告

に
役
立
つ
「
農
業
簿
記
講

座
」
が
府
内
４
会
場
で
開
か

れ
る
。
京
都
府
農
業
会
議
と

京
都
府
農
業
共
済
組
合
が
、

府
内
の
農
業
者
を
対
象
に
受

講
生
を
募
集
し
て
い
る
。

【
南
丹
】
11
月
27
・
29
日

（
ガ
レ
リ
ア
か
め
お
か
）


【
京
都
山
城
】
12
月
４
・
５

で
は
、
土
壌
に
多
く
含
ま

れ
、
植
物
に
必
要
な
養
分
で

あ
る
「
硫
黄
」
で
被
覆
し
た

肥
料
を
用
い
て
水
稲
を
栽
培

し
、
収
量
や
品

質
、
土
壌
へ
の

影
響
な
ど
を
調

査
し
た
。
そ
の

結
果
、
硫
黄
被

覆
肥
料
を
用
い

た
水
稲
の
収
量

は
地
域
の
平
均

と
同
程
度
、
食

味
な
ど
品
質
面

で
も
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
被
覆
肥
料

と
同
等
で
、
土

壌
理
化
学
性
に

つ
い
て
も
特
に

差
は
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
水
稲
で
は

脱
プ
ラ
化
の
実
現
に
硫
黄
被

覆
肥
料
が
有
効
で
あ
る
こ
と

を
実
証
で
き
た
。

栽
培
試
験
を

行
い
、
「
肥

料
の
脱
プ
ラ

化
」
技
術
の

実
証
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

水
稲
栽
培
で
普
及
し
て
い

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
被
覆
肥
料

は
、
肥
料
成
分
の
溶
出
時
期

を
調
節
す
る
こ
と
で
追
肥
を

省
略
で
き
る
た
め
、
生
産
者

の
作
業
省
力
化
と
水
稲
の
生

産
安
定
に
効
果
が
あ
る
一
方

で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
殻
が
完

全
に
分
解
さ
れ
ず
に
河
川
や

海
洋
へ
流
出
し
て
い
る
こ
と

が
近
年
問
題
と
な
っ
て
い

る
。そ

こ
で
、
農
林
セ
ン
タ
ー

農
林
セ
ン
タ
ー
で
は
、
硫

黄
被
覆
肥
料
に
よ
る
水
稲
の

硫黄被覆肥料で水稲栽培を

脱プラ化！ 農林センター

硫
黄
被
覆
肥
料
（
左
）
と
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
被
覆
肥
料
（
右
）

｢

農
業
簿
記
講
座｣

受
講
生
を
募
集

ドローン映像と｢農地台帳の地番図｣

を照合短時間で農地特定に成功

ドローン映像と｢農地台帳の地番図｣

を照合短時間で農地特定に成功

ドローン映像と｢農地台帳の地番図｣

を照合短時間で農地特定に成功
ド
ロ
ー
ン
で
遊
休
農
地
を
調
査
し
た
メ
ン
バ
ー

後
列
左
か
ら
安
永

委
員

林
委
員

越
後
委
員

二
谷
委
員

前
列
左
か
ら
藤
村
委
員

前

田
委
員
舞
鶴
高
専
の
西
村
技
術
専
門
職
員
事
務
局
の
坂
戸
さ
ん
と

松
永
さ
ん
手
前
は
調
査
に
使
用
し
た
ド
ロ
ー
ン
（
８
月

日
）

令
和
６
年
度
農
林
施
策
を
西
脇
知
事
に
提
案

舞
鶴
高
専
と
共
同
で
実
証
舞
鶴
市
農
業
委
員
会

府
農
業
会
議

舞
鶴
市
農
業
委
員
会
と
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校(

舞
鶴
高
専
）
が
白
糸
・
青
葉
地

区
で
取
り
組
む
「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
遊
休
農
地
調
査
の
実
証
研
究
」
が
今
年
で
３

年
目
を
迎
え
た
。
今
年
は
、
初
め
て
農
地
台
帳
の
地
番
図
を
用
い
て
ド
ロ
ー
ン
映
像
の

確
認
を
行
う
こ
と
で
地
番
特
定
の
所
要
時
間
短
縮
に
成
功
。
来
年
度
も
引
き
続
き
、
ド

ロ
ー
ン
な
ど
を
活
用
し
た
効
率
的
な
農
地
確
認
方
法
の
研
究
開
発
を
続
け
て
い
く
。

京
都
府
農
業
会
議
（
栗
山
正
隆
会
長
）
は
、
11
月
９

日
、
「
令
和
６
年
度
京
都
府
農
林
施
策
及
び
予
算
に
関

す
る
提
案
」
を
提
出
し
、
西
脇
隆
俊
知
事
、
山
下
晃
正

副
知
事
と
意
見
交
換
し
た
。

持
続
可
能
な
農
業･

農
村
へ

｢

地
域
計
画｣

策
定･

実
現
の
支
援


気
候
変
動
対
策
な
ど
要
望

｢農地農政相談｣を毎月開催

相
談
に
対
応
す
る
左
か
ら
和

久
委
員
、
桐
村
委
員
、
片
岡

委
員
（
11
月
10
日
）

福
知
山
市
農
業
委
員
会
で

は
、
毎
月
10
日
に
市
内
15
会

場
で
「
農
地
農
政
相
談
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
（
計
50
人
）
は
、
担
当
地

域
の
農
家
か
ら
相
談
を
聞

き
、
対
応
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
「
新
人
な
の
で
、

法
律
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
」
で
は
、
相
談
に
来
ら
れ

た
方
に
申
し
訳
な
い
の
で
、

就
任
し
た
て
の
新
任
委
員
も

先
輩
委
員
に
助
け
て
も
ら
い

な
が
ら
、
何
と
か
こ
な
し
て

い
ま
す
。
３
期
目
の
委
員
で

今
期
か
ら
会
長
職
務
代
理
に

就
任
し
た
私
も
、
最
初
の
こ

ろ
は
と
て
も
不
安
で
、
仕
事

を
覚
え
る
こ
と
に
必
死
だ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

「
農
地
農
政
相
談
」
の
時

間
は
、
農
家
の
意
見
や
要
望

を
直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、
委
員
相
互
の
情
報
交

換
・
意
見
交
換
・
打
ち
合
わ

せ
の
場
と
し
て
も
有
効
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
「
も
っ
と
相
談

者
を
増
や
し
た
い
」
と
思
う

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
お
知

ら
せ
チ
ラ
シ
を
作
っ
て
担
当

集
落
に
配
布
し
ま
し
た
。

（
福
知
山
市
農
業
委
員
会

・
片
岡
美
惠
子
委
員
）

過
去
最
多
の
生
産
者･

バ
イ
ヤ
ー
が
参
加

(

売
り
手
70
事
業
者
×
買
い
手
91
社)

販
路
開
拓
に
期
待
き
ょ
う
と
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会

西脇知事（左）に提案書を渡す栗山会長（月９日）
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